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１                              問題のページへ 

(1) xxxx sincos1)( --=f に対して,  

xxxxx cossinsin)( --=¢f xx cos-=  

0＜x＜p において, )( xf の増減は右表のよう

になり, 0)( =xf は唯一の解をもつ。 

(2) 0)( =xf の解を a=x とすると, aaa sincos1 =- ………(＊) 
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ここで, ò= dxxxF )()( f とおくと,  
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よって, (＊)を用いると,  
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これより, pap
4
3

2
＜＜ となり,  
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［解 説］ 

微積分の標準的な問題です。誘導も細かく付けられています。 

x 0 … 2
p  … p  

)( xf ¢  0 － 0 ＋  
)( xf  0    2 
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２                              問題のページへ 

(1) xを正の実数として, [ ( ) ]
x
axx +=

2
1 ……(＊)が解をもつ条件は,  

( ) 1
2
1 ++ x

x
axx ＜≦ （xは正の整数）………① 

①より, axx +222 ≦ から, ax≦  

また, xxax 22 22 ++ ＜ から 022 ＞axx -+ となり, 11 -+ax＞ より, ①は,  

axa ≦＜11 -+ （xは正の整数）………② 

7=a のとき, ②から 718 ≦＜x- となり, 解は 2=x  

8=a のとき, ②から 813 ≦＜x- となり, 解なし 

9=a のとき, ②から 3110 ≦＜x- となり, 解は 3=x  

(2) 1=a のとき, ②から 112 ≦＜x- となり, 解は 1=x  

2=a のとき, ②から 213 ≦＜x- となり, 解は 1=x  

3=a のとき, ②から 312 ≦＜x- となり, 解なし 

4=a のとき, ②から 215 ≦＜x- となり, 解は 2=x  

5=a のとき, ②から 516 ≦＜x- となり, 解は 2=x  

6=a のとき, ②から 617 ≦＜x- となり, 解は 2=x  

そこで, (1)の結果と合わせると, (＊)が解をもたないのは, L,8,3=a となり,  

31 =a , 82 =a  

(3) まず, nを正の整数として,  

(i)  1)1( 22 -+nan ＜≦ an≦( かつ )11 na ＜-+ のとき 

②の整数解は, nx = である。 

(ii) 1)1( 2 -+= na のとき 

②に代入すると, 1)1( 2 -+nxn ≦＜ ………③ 

ここで, 12
2

21)1(
2

2 =
+++

=--+
nn

n

nnn

nnn ＜ から, ③は整数解をもたない。 

(i)(ii)より, )2(1)1( 2 +=-+= nnnan となり,  
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［解 説］ 

ガウス記号を題材としたおもしろい問題です。初めに考えた通りを記述しましたの

で, (2)は冗長な解答例となっています。
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３                              問題のページへ 

(1) 8枚のカードから 2 枚のカードを引く 28C 通りの場合が同様に確からしいとする。 

さて, 引いたカードの数字の小さい方が 3となる確率は
28
5

C
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15 = , 小さい方が 6

となる確率は
28
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C
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12 = であるので,  

4
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(2) 23 +k 枚のカードから 2 枚のカードを引く 223 C+k 通りの場合が同様に確からし

いとする。 

さて, 引いたカードの数字の小さい方が l3 ),,2,1( kl L= となる確率は,  
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［解 説］ 

不思議なぐらい基本的な問題です。なお, (2)の和は, シグマの公式でなく, 等差数

列の和として計算しています。 
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４                              問題のページへ 

半直線 AP上の点 Qに対し, APAQ t= とおく。 

すると, 2
AP
AQ≦ より, )0,(A),(P ayx ¹ のもとで,  

0≦t≦2 

このとき, AP)1(AQAPQP t-=-=  

APOAOQ t+= )),(( tyaxta -+=  

 ),)1(( tytxta +-=  

さて, 
OA
AP

OQ
QP ≦ より, 0APOAOQ ¹+= t ……①のもとで,  

APOQQPOA ×× ≦ ………② 

①から, APAO t¹ となり, 0AO ¹ から 20 ≦＜t で, AO1AP
t

¹  

すると, 
2
11≧

t
から, ),(P yx は, x軸上の

2
ax≦ の部分には存在しない。 

また, ②から, APOQAP1 ≦ta - , 222 OQ)1( ≦ta - となり,  

{ } 22222 )1()1( yttxtata ++-- ≦ , 02)2( 222 ≧axttaxyx +-+ ………③ 

③は, 0=t では成立しているので, 20 ≦＜t でつねに成立する条件を求める。 

そこで, 20 ≦＜t において, ③は,  

02)2( 22 ≧axtaxyx +-+  

)( tf axtaxyx 2)2( 22 +-+= とおくと, 求める条件は,  

)0(f 02 ≧ax= , )2(f 0222 22 ≧axyx -+=  

まとめると, x≧0かつ ( )
42

2
22 ayax ≧+-  

よって, 条件を満たす点 ),(P yx の存在領域 D は, 右図の

網点部となる。ただし, 白丸以外の境界は領域に含む。 

 

［解 説］ 

問題文に与えられた条件が比の形で書かれているため, 取り組みにくい感じがしま

す。なお, 点 Qはこの条件を満たす任意の点として解答をしています。 
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